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一　

は
じ
め
に

淀
野
隆
三
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
や
ジ
イ
ド
等
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻

訳
者
、
明
治
大
学
教
授
、
そ
う
し
て
何
よ
り
、
梶
井
基
次
郎
の
友
人

で
あ
り
、
梶
井
没
後
、
数
種
類
の
『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
を
編
纂
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
彼
自
身
も
文
学
を
志
し
て
お

り
、
そ
も
そ
も
梶
井
を
知
っ
た
の
も
同
人
誌
『
青
空
』
に
参
加
し
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
青
空
』
全
28
号
（
淀
野
が
同
人
に
参
加
し

て
か
ら
だ
と
25
号
）
の
内
、
合
計
10
号
に
小
説
を
載
せ
、
編
集
後
記

な
ど
を
併
せ
れ
ば
総
計
18
号
に
何
ら
か
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、『
青
空
』
を
構
成
す
る
重
要
な
作
家
及

び
編
集
者
の
一
人
だ
っ
た
と
言
え
る
。『
青
空
』
終
刊
後
も
、
淀
野

は
小
説
を
書
き
つ
づ
け
、
後
に
掲
げ
る
昭
和
20
年
代
に
書
か
れ
た
履

歴
書
の
職
歴
の
冒
頭
に
は
「
著
述
業
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

文
学
者
と
し
て
の
彼
の
創
作
活
動
を
追
っ
て
み
る
こ
と
も
、
あ
な
が

ち
無
意
味
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
現
在
、
棚
田
の
元
に
淀
野
の
履

歴
書
お
よ
び
小
説
の
草
稿
・
断
片
と
思
わ
れ
る
も
の
が
何
編
か
あ
る
。

執
筆
時
期
の
わ
か
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

「
一
九
二
四
、一
〇
、二
三
」
と
い
っ
た
日
付
の
付
い
た
封
筒
に
収
め

ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
大
半
は
『
青
空
』
胎
動
期
の
執
筆
状
況
を
探

る
こ
と
が
出
来
る
史
料
と
思
わ
れ
る
。
中
に
は
、
梶
井
と
重
な
る
よ

う
な
テ
ー
マ
、
あ
る
い
は
書
き
癖
の
よ
う
な
も
の
も
散
見
さ
れ
る
の

で
、
将
来
に
お
け
る
淀
野
研
究
の
、
そ
し
て
ま
た
、
梶
井
研
究
の
周

辺
の
資
料
と
し
て
、
以
下
に
翻
刻
を
示
し
た
い
。
な
お
、
翻
刻
作
業

は
棚
田
と
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
学
中
の
院
生
二
人
に
よ
る

も
の
で
、
後
に
示
す
よ
う
な
翻
刻
条
件
を
定
め
た
上
で
、
週
一
度
、

淀
野
隆
三
草
稿
翻
刻
（
上
）

棚
田 

輝
嘉
・
芦
木 

亜
彩
湖
・
齋
田 

祥
子
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そ
れ
ぞ
れ
の
翻
刻
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
本
文
を
校
訂
す
る
と

い
う
作
業
を
し
て
き
た
。そ
の
上
で
各
草
稿
の
翻
刻
責
任
者
を
決
め
、

本
文
の
最
終
決
定
と
、
必
要
な
注
を
付
け
る
こ
と
と
し
た
。（
翻
刻

責
任
者
は
、
翻
刻
本
文
ご
と
に
、
文
末
に
記
し
て
あ
る
。）

二　

淀
野
隆
三
略
歴

W
ikipedia

に
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
棚
田
の
手
元
に
淀
野

自
身
に
よ
る
「
履
歴
書
」
が
二
種
類
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
示
し
て
お

き
た
い
。
一
つ
目
は
薄
様
の
罫
線
の
引
か
れ
た
和
紙
、
袋
と
じ
三
枚

（
六
頁
）、
青
の
ペ
ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
書
き
、
一
枚
目
、
欄
外
右

に
鉛
筆
で
「
明
治
ヘ
出
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

W
ikipedie

に
よ
る
と
「
戦
後
、
佐
藤
正
彰
の
世
話
で
１
９
５
２
年

（
昭
和
27
年
）
に
明
治
大
学
文
学
部
教
授
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
が
、

こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
ヘ
出
ス　
　

五
月
十
一
日

履
歴
書

本
籍
地　

京
都
市
伏
見
区
両
替
町
四
丁
目
弐
百
九
拾
番
地

現
住
所　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
弐
丁
目
弐
拾
番
地

氏
名　
　
　

淀
野
三
吉　

印
（
筆
名
隆
三
）

　
　
　
　
　

明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日
生

学
歴

大
正
十
年
九
月　
　

京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校
中
途
退
学

大
正
十
一
年
四
月　

第
三
高
等
学
校
文
科
甲
類
入
学

大
正
十
四
年
三
月　

仝
校
卒
業

大
正
十
四
年
四
月　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
入
学

昭
和
三
年
三
月　
　

仝
大
学
々
士
試
験
合
格

職
歴

自
昭
和
三
年
四
月　

至
現
在（

１
）　
　

著
述
業

自
昭
和
九
年
一
月　

至
仝
八
月　

法
政
大
学
予
科
講
師

自
昭
和
十
二
年
七
月　

至
昭
和
二
十
四
年
二
月　

合
名
会
社
淀
野
三
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吉
商
店
代
表
社
員
（
鋼
材
、
機
械
、
機
械
工
具
販
売　

鉄
筋
鉄
骨
工

事
、
管
工
事
請
負
）

自
昭
和
十
三
年
十
二
月　

至
昭
和
二
十
四
年
三
月　

大
阪
精
工
所
自

営
（
機
械
製
作
並
ニ
機
械
加
工
業
）

自
昭
和
十
九
年
六
月　

至
昭
和
二
十
年
十
二
月　

淀
野
重
工
業
株
式

会
社
代
表
取
締
役
（
製
罐
工
事
請
負
）

自
昭
和
二
十
年
七
月　

至
昭
和
二
十
二
年
八
月　

第
一
電
接
工
業
株

式
会
社
取
締
役
（
各
種
電
気
溶
接
棒
製
作
）

自
昭
和
二
十
二
年
八
月　

至
昭
和
二
十
三
年
五
月　

株
式
会
社
高
桐

書
院
取
締
役
編
輯
長
（
図
書
出
版
）

自
昭
和
二
十
三
年
五
月　

至
昭
和
二
十
四
年
二
月　

仝
社
代
表
取
締

役
編
輯
長

自
昭
和
二
十
六
年
五
月　

至
現
在　
　

株
式
会
社
三
笠
書
房
編
輯
長

学
会
並
に
社
会
に
於
け
る
活
動

自
昭
和
五
年
六
月　

至
昭
和
七
年
五
月　

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

研
究
所
芸
術
研
究
会
に
属
し
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
レ
ア
リ
ス
ム

の
研
究
に
従
っ
た
。
同
研
究
所
が
七
年
五
月
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

者
同
盟
と
組
織
替
え
を
行
っ
た
時
、
常
任
中
央
委
員
・
芸
術
部
長

と
し
て
『
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
芸
術
学
研
究
』
を
編
輯
し

た
。
こ
の
団
体
に
は
昭
和
八
年
五
月
ま
で
加
盟
。

自
昭
和
五
年
六
月　

至
昭
和
六
年
六
月　

季
刊
誌
『
詩
・
現
実
』
を

編
輯
発
行
、
古
典
お
よ
び
現
代
の
新
文
学
を
紹
介
、
こ
れ
ら
海
外

の
文
学
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
新
ら
し
い
文
学
に
国
際

性
を
附
与
し
よ
う
と
す
る
運
動
を
志
し
た
。

自
昭
和
七
年
五
月　

至
昭
和
八
年
十
二
月　

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

化
聯
盟
中
央
常
任
委
員
と
し
て
文
化
団
体
の
統
一
活
動
に
尽
し

た
。

自
昭
和
九
年
四
月　

至
昭
和
十
年
六
月　

文
芸
雑
誌
『
世
紀
』
を
創

刊
し
て
、
新
作
家
の
紹
介
に
尽
し
た
。

自
昭
和
十
七
年
六
月　

至
昭
和
二
十
年
八
月　

日
本
文
学
報
国
会
近

畿
連
絡
部
常
任
幹
事
と
し
て
、
官
僚
的
文
学
統
制
と
便
乗
主
義
的

文
芸
家
に
反
対
す
る
内
面
的
な
活
動
を
し
た
。

（
翻
訳
書
、
論
文
、
批
評
等
に
つ
い
て
は
次
の
項
に
記
し
た
。）

自
昭
和
十
一
年
二
月　

至
昭
和
十
二
年
三
月　
　

京
都
商
工
会
議
所

議
員
、
交
通
部
会
所
属
。

自
昭
和
十
七
年
六
月　

至
昭
和
二
十
二
年
一
月　

京
都
市
会
議
員

（
ボ
ス
政
治
と
官
僚
的
政
治
統
制
に
反
対
、
自
由
な
政
治
的
結
合

を
主
張
し
て
特
高
に
睨
ま
れ
た
。）

自
昭
和
十
七
年
三
月　

至
昭
和
十
八
年
四
月　
　

京
都
市
翼
賛
壮
年

団
理
事
、
後
総
務
。（
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
団
則
改
正
に

よ
り
総
務
と
な
っ
た
が
、
四
月
末
改
選
に
際
し
て
、
自
由
主
義
者

の
理
由
に
て
解
任
さ
れ
た
。「
理
事
会
」
で
は
常
に
納
得
の
ゆ
く

運
動
を
主
張
し
た
の
で
、
右
翼
派
か
ら
何
時
も
攻
撃
さ
れ
た
。）

自
昭
和
十
八
年
六
月　

至
昭
和
十
九
年
七
月　
　

京
都
市
名
誉
職
参
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事
会
員
、

自
昭
和
二
十
年
十
二
月　

至
昭
和
二
十
一
年
九
月　

日
本
自
由
党
京

都
支
部
幹
事
・
青
年
部
長
、
常
議
員
。

自
昭
和
二
十
一
年
十
月　

至
同
年
十
一
月　

京
都
民
主
党
執
行
委

員
、
書
記
長
（
憲
法
草
案
に
於
け
る
主
権
の
所
在
に
つ
い
て
自
由

党
本
部
と
異
見
解
だ
っ
た
の
で
、脱
党
、地
方
政
党
を
結
成
し
た
。）

自
昭
和
二
十
一
年
六
月　

至
現
在　

新
日
本
文
学
会
、
日
本
文
芸
家

協
会
、
日
本
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
等
の
会
員
。

（
＊
こ
の
あ
と
に
「
著
書
学
術
論
文
目
録
」
と
し
て
、
十
七
件
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
掲
の
も
う
一
つ
の
履
歴
書
の
方
が
詳
し

い
の
で
、
そ
ち
ら
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
、
省
略
す
る
が
、
最
終
行

は
「
ジ
イ
ド
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
」
反
訳
」
の
項
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
唐
突
に
終
わ
っ
て
い
る
。
が
、
さ
ら
に
同
じ
用
紙
、
別
冊
袋

と
じ
一
枚
（
二
頁
）、
筆
書
き
が
存
在
す
る
。
右
の
履
歴
書
に
追
加

す
る
よ
う
な
内
容
で
、「
一
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
「
日
記
抄
」」
か

ら
始
ま
り
、先
の
履
歴
書
以
降
の
著
述
デ
ー
タ
を
追
記
（
１
０
件
分
）

し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
）

賞
罰

一
、
な
し右

の
通
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん

昭
和
三
十
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　

淀
野
隆
三　

印

と
あ
る
。
同
じ
くW

ikipedia

に
よ
る
と
、「
１
９
６
３
年
（
昭

和
38
年
）
か
ら
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
ま
で
明
治
大
学
人
文
科

学
研
究
所
所
長
を
務
め
た
。」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
作
成
さ

れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
、「
阪
本
越
郎
の
乞
う
ま
ゝ
に
記
す
。」
と
記

さ
れ
た
履
歴
が
あ
る
。
こ
れ
も
以
下
に
示
す
。

記
�　

　

昭
和
三
九
年
三
月
十
二
日
、
阪
本
越
郎
の

乞
う
ま
ゝ
に
記
す
。　
　

淀
野
隆
三
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（
本
名　

三
吉
）

一
、
明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日
生　
　

一
、
京
都
市
伏
見
区
両
替

町
四
丁
目
二
九
〇

一
、
大
正
六
年
四
月　

京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校
に
入
り
、
大
正

十
年
九
月
中
退

一
、
大
正
十
一
年
四
月
第
三
高
等
学
校
（
文
科
甲
類
）
に
入
り
、
大

正
十
四
年
三
月
卒
業

一
、
大
正
十
四
年
四
月
東
大
文
学
部
（
仏
文
学
科
）
に
入
り
、
昭
和

三
年
卒
業
。

一
、
大
正
十
四
年
三
月
よ
り
「
青
空
」
同
人
と
な
り
、
昭
和
二
年
六

月
廃
刊
ま
で
小
説
数
篇
を
発
表
す
る（
習
作
で
あ
る
）。こ
の
間
、

梶
井
基
次
郎
に
兄
事
す
る
。
ま
た
、
三
好
達
治
を
同
人
に
加
え

る
。

一
、
昭
和
五
年
六
月
よ
り
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
芸
術
研

究
会
に
所
属
、
七
年
五
月
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
者
同
盟
と

改
称
と
共
に
、
常マ

マ

央
常
任
委
員
、
芸
術
部
長
、
機
関
誌
『
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
芸
術
研
究
』
を
編
輯
、
昭
和
八
年
五
月

ま
で
加
盟
。

一
、
昭
和
四
年
（
？マ

マ

）
よ
り
『
詩
・
現
実
』
創
刊
ま
で
、『
詩
と
詩
論
』

に
寄
稿
、

一
、
昭
和
五
年
六
月
よ
り
六
年
六
月
ま
で
、
季
刊
誌
『
詩
・
現
実
』

を
編
輯
発
行
。

一
、
昭
和
七
年
五
月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
加
盟
、
八

年
五
月
、
中
央
常
任
委
員
財
政
部
長
、
昭
和
九
年
一
月
、
法
政

大
学
予
科
講
師
就
任
直
前
、
書
記
長
鹿
地
亘
と
合
議
の
上
、
脱

退
す
る
。

一
、
昭
和
七
年
五
月
よ
り
八
年
十
二
月
ま
で
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
聯
盟
中
央
常
任
委
員
。

一
、
昭
和
九
年
一
月
、
法
政
大
学
予
科
講
師
、
八
月
共
産
党
員
の
嫌

疑
で
、
戸
坂
潤
と
共
に
馘
首
さ
れ
る
。

一
、
昭
和
九
年
四
月
、
文
芸
誌
『
世
紀
』
を
創
刊
、
昭
和
十
年
六
月

に
廃
刊
。
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一
、
昭
和
十
一
年
三
月
よ
り
郷
里
に
帰
り
亡
父
の
業
を
継
ぐ
（
合
名

会
社
淀
野
三
吉
商
会（

２
））。

他
に
、
大
阪
精
工
所
を
自
営
（
昭
和

十
三
年
十
二
月
～
二
十
四
年
三
月
）、
淀
野
重
工
業
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
、
住
友
化
学
工
業
Ｋ
Ｋ
、
神
戸
製

鋼
所
、
大
阪
金
属
工
業
Ｋ
Ｋ
、
日
本
軽
金
属
Ｋ
Ｋ
等
と
取
引
す

る
（
敗
戦
ま
で
）。
こ
の
間
、
京
都
商
工
会
議
所
議
員
、（
昭
和

十
一
年
二
月　

仝
十
二
年
三
月
）、
京
都
市
会
議
員
（
昭
和

十
七
年
六
月
～
二
十
二
年
一
月
）、
京
都
市
翼
賛
壮
年
団
理
事

（
十
七
年
三
月
～
十
八
年
三
月
）
そ
の
他
の
公
職
に
つ
く
。

一
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、
日
本
自
由
党
に
加
盟
、
京
都
支
部
幹

事
、
青
年
部
長
と
し
て
政
治
運
動
、
二
十
一
年
十
月
、
自
由
党

の
憲
法
草
案
に
お
け
る
主
権
在
君
に
反
対
し
て
同
党
を
脱
し
、

同
月
、
高
山
義
三
と
共
に
、
京
都
民
主
党
を
結
成
、
執
行
委
員

書
記
長
。

一
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
、
新
日
本
文
学
会
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、

日
本
文
芸
家
協
会
に
加
わ
る
。

一
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
よ
り
Ｋ
Ｋ
高
桐
書
院
に
入
り
、
編
集
長
、

後
代
表
取
締
役
と
し
て
良
書
の
出
版
に
努
め
て
失
敗
、
家
産
を

蕩
尽
す
る
。

一
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
、
単
身
上
京
、
Ｋ
Ｋ
三
笠
書
房
に
顧
問
と

し
て
入
社
、
後
、
編
集
長
、
常
務
取
締
役
、
二
七
年
三
月
倒
産

寸
前
の
仝
社
を
再
建
の
方
向
に
置
く
と
共
に
、
退
社
。

一
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
、
明
治
大
学
講
師
、
二
十
七
年
四
月
、
教

授
（
文
学
部
）、
今
日
に
到
る
。
昭
和
三
八
年
五
月
、
仝
大
学

人
文
科
学
研
究
所
長
。

一
、
昭
和	

六
年	�



マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
ス
ワ
ン
家
の
方
』
Ⅰ

を
佐
藤
正
彰
と
の
共
訳
に
て
出
版
。

一
、			



七
年	�

「
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
芸
術
に
つ
い
て
」

（『
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
芸
術
学
研
究
』
第

二
輯
。）

一
、
昭
和	

八
年	�

「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
転
向
に
つ
い
て
」（『
改
造
』

十
五
巻
八
月
号
）

一
、		

〃	�
「

フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
文
学
運
動
に
つ
い
て
」（『
プ

ロ
文
学
講
座
』
第
二
輯
。）

一
、		

〃	�
「

梶
井
基
次
郎
に
就
い
て
の
覚
書
」（『
文
学
界
』

十
二
月
号
）

一
、
昭
和	

九
年	�

「
ジ
イ
ド
に
つ
い
て
」（
季
刊
『
文
芸
評
論
』（マ
マ第

一
年
第
二
輯
）

一
、		

〃	�
『

梶
井
基
次
郎
全
集
』
全
二
巻
（
六
蜂
書
房
よ
り

編
集
発
行
）

一
、		
〃	�



ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
論
』（
三

笠
書
房
）

一
、		

〃	�


ア
ン
リ
・
ド
ラ
ン
『
ニ
イ
チ
ェ
と
ジ
イ
ド
』（
建



― 129 ―

設
社
よ
り
高
沖
陽
造
と
共
訳
出
版
）

一
、		
〃	�



ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
日
記
（
一
八
八
九
―

一
九
〇
四
）』（
建
設
社
『
全
集
』
第
八
巻
）

一
、
昭
和	
十
年
七�
月　
「
現
代
浪
漫
主
義
の
一
態
度
」（『
日（
３
）本

浪
曼

派
』（マ

マ第
一
巻
第
五
号
）

一
、
昭
和	

十
年	�


シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
『
小
さ
き
町
に

て
』（
岩
波
書
店
・
文
庫
、）

一
、
昭
和	  

〃	�


ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
日
記
（
一
九
二
九
―

一
九
三
二
）』（
ジ
イ
ド
の
転
向
日
記
）
文
圃
堂
出

版
、

一
、		

〃	�


ジ
イ
ド
「
フ
ァ
ッ
シ
ス
ム
」（『
作
品
』
第
四
巻
第

七
号
）

一
、
昭
和
十
二
年　
『
ジ
イ
ド
文
学
読
本
』（
竹
書
房
、
四
月
刊
）

一
、
昭
和
二
十
五
年　
『
ボ
ヴ
ァ
リ
イ
夫
人
』（
三
笠
書
房
）

一
、
昭
和
二
十
八�

年　

フ
ィ
ト
ッ
プ
『
ビ
ュ
ビ
ュ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
』（
岩
波
書
店
）

一
、				�




プ
ル
ー
ス
ト
『
ス
ワ
ン
の
恋
』（
三
月
～
四
月
Ⅰ
、

Ⅱ
、
新
潮
社
）

一
、			



二
十
九
年　

ジ
イ
ド
『
狭
き
門
』（
角
川
書
店
）

一
、			


三
十
年　

プ
ル
ー
ス
ト
『
見
出
さ
れ
た
時
』
Ⅱ
（
新
潮
社
）

一
、			



三
十
一
年　

ジ
イ
ド
『
背
徳
者
』（
角
川
書
店
）

一
、
昭
和
三
十
三�

年
二
月
～
七
月　

決
定
版
『
梶
井
基
次
郎
全
集
』

全
三
巻
（
筑
摩
書
房
）

一
、
昭
和
三
七
年�

十
一
月　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
『
ク
レ
ー
ブ
の

奥
方
』（
角
川
書
店
）

一
、
昭
和
三
八
年�　
「
フ
ラ
ン
ス
後
期
浪
曼
派
お
よ
び
初
期
実
学
派

に
お
け
るl ’A

rt pour l ’A
rt

の
理
論
の
研
究
」

（
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
年
報
』）

（
以
上
、
担
当　

棚
田
）

後
者
は
、「
阪
本
越
郎
の
乞
う
ま
ゝ
に
記
す
。」
と
用
紙
上
に
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
書
か
れ
、
挿
入
・
削
除
等
の
書
入
れ
も
多
々
あ
る
の
で
、

正
式
な
書
類
で
は
な
く
、
阪
本
の
心
覚
え
の
た
め
に
書
か
れ
渡
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阪
本
は
詩
人
・
ド
イ
ツ
文
学
者
で
あ
る
と
同

時
に
、
御
茶
ノ
水
女
子
大
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
の
で
、
非
常
勤
の

依
頼
と
い
っ
た
用
件
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
注
】

（
１
）	こ
こ
か
ら
先
の
履
歴
書
の
記
事
、「
自
～
」
と
「
至
～
」
の
部
分
は
、

角
書
き
に
な
っ
て
い
る

（
２
）	同
（
１
）

（
３
）	「
コ
レ
ノ
同
人
デ
ア
ッ
タ

ヲ
書
オ
ト
シ
マ
シ
タ
。」
と
横
に
書
込

み
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三　

草
稿
翻
刻

草
稿
翻
刻
に
当
っ
て
、
次
の
よ
う
な
翻
刻
規
則
を
定
め
た
。

淀
野
隆
三
草
稿　

翻
刻
基
準

①　

草
稿
本
文
の
「
最
終
形
」
を
提
示
す
る
。

＊　

削
除
・
挿
入
等
に
つ
い
て
、
一
々
示
さ
ず
、
そ
の
草
稿
に

お
け
る
淀
野
の
構
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
最
終
形
の
み

を
示
す
。

②　

漢
字
に
つ
い
て
は
、「
見
え
方
」
を
尊
重
し
、
旧
字
は
旧
字
、

新
字
は
新
字
と
し
、
略
字
（
新
字
と
同
一
の
場
合
も
）
は
旧
字

で
翻
刻
す
る
。

③　

句
読
点
は
、「
見
え
方
」
に
よ
り
判
断
し
、
内
容
に
よ
る
判
断

は
行
わ
な
い
。

④　

改
行
に
よ
る
字
下
げ
も
、
③
に
準
ず
る
。

⑤　

解
読
不
能
部
分
に
つ
い
て
は
、
文
字
数
分
〇
で
示
す
。

⑥　

ル
ビ
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る
。

⑦　

誤
字
・
脱
字
等
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
マ
マ
と
注
記
す
る
。

⑧　

内
容
に
お
い
て
、
分
か
り
に
く
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
翻
刻

末
に
【
注
】
を
付
し
、
解
説
す
る
。

⑨　

促
音
・
拗
音
は
小
書
き
と
す
る
。

こ
う
し
た
判
断
の
理
由
に
つ
い
て
は
一
々
記
さ
な
い
が
、
大
正
末

以
降
の
草
稿
で
あ
る
と
い
う
時
代
条
件
、
草
稿
と
い
う
原
稿
の
性
質

（
完
成
度
）
な
ど
を
勘
案
し
て
、
も
っ
と
も
淀
野
の
息
遣
い
が
分
か

る
形
式
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

祖
母
と
私
一
家

祖
母
と
私
一
家　

小
説
（
一
月
六
日
午
後
三
時
始
む
）

（
一
）

一
週
間
も
雲
の
間
か
ら
太
陽
を
な
が
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今

日
も
ま
た
し
て
も
軒
場
お
つ
る
雨
だ
れ
が
、
滅
入
っ
た
氣
分
に
伴
奏

す
る
様
に
石
を
た
ゝ
い
て
居
る
。

氣
の
は
や
い
蚊
は
も
う
ボ
ー
フ
ラ
の
生
活
を
終
っ
て
人
を
さ
す
こ

と
を
習
ひ
は
じ
め
た
。

私
は
そ
の
頃
、
華
や
か
な
○
の
高
校
生
活
の
㐧
一
年
を
初
恋
の
な

や
み
に
苦
し
む
で
居
た
。
恋
に
な
や
む
者
に
と
っ
て
中
庭
は
楽
園
と

な
る
か
と
思
ふ
と
ま
た
つ
か
の
ま
に
、
地
獄
と
な
る
。

雨
に
ぬ
れ
て
帰
宅
し
た
私
に
、
母
は
話
し
か
け
た
、
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―
「
勝
雄
！
ほ
ん
と
に
も
う
お
ぢ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
は
こ

ま
っ
て
し
ま
ふ
わ
。
こ
の
じ
け

く
し
て
居
る
の
に
、
む
ら
さ
き（
１
）の

つ
い
た
手
で
障
子
や
建
具
に
さ
わ
ら
は
る
の
で
、
そ
こ
ら
ぢ
う
か
び

が
生
え
さ
う
に
な
っ
て
る
ね
。」
母
は
言
葉
を
き
っ
て
私
の
顔
を
仕

事
を
や
め
て
見
た
。
私
は
そ
の
顔
に
同
情
を
求
め
る
色
を
あ
き
ら
か

に
よ
ん
だ
。
が
私
こ
そ
同
情
し
て
ほ
し
い
今
の
心
の
状
態
だ
つ
た
。

「
と
し
よ
り
に
さ
ゝ
ん
と
女
中
に
さ
し
た
ら
え
ゝ
の
に
」

「
そ
れ
が
女
中
が
す
る
と
云
ふ
う
と
、『
ほ
っ
と
い
て
お
く
れ
や
す
』

と
い
つ
も
の
調
子
や
か
ら
、
何
ん
と
も
云
へ
ま
へ
ん
が
な
。
こ
の
暑

さ
に
向
ふ
の
に
い
つ
も
火
ば
ち
に
は
炭
を
つ
い
で
お
い
て
、
そ
の
炭

も
手
で
つ
か
ま
は
っ
て
、
そ
の
手
を
洗
ふ
て
ふ
こ
と
し
や
は
っ
た
こ

と
が
な
い
よ
っ
て
、
と
だ
な
で
も
真
っ
黒
に
な
っ
て
ま
す
の
や
」

私
は
亦
今
日
母
と
祖
母
と
の
間
に
或
は
祖
母
と
女
中
の
間
に
、
か
る

い
衝
突
の
あ
つ
た
こ
と
を
母
の　

始
じ
め
の
話
し
ぶ
り
で
信
じ
て
し

ま
つ
た
。

「
で
も
、
お
っ
か
さ
ん
が
、
お、

、

、
う
め
に
お
さ
し
や
す
と
云
ふ
た
ら
き

か
は
る
や
ら
う
、」

「
な
に
を
、
そ
ん
な
こ
と
で
き
か
は
り
ま
す
も
ん
か
、
私
の
云
ふ
こ

と
な
ん
ど
、
目
が
悪
る
う
な
っ
て
か
ら
よ
け
い
気
か
は
ら
へ
ん
よ
う

に
な
り
ま
し
た
も
ん
」

「
目
が
わ
ろ
な
っ
た
ら
、
目
の
見
え
る
も
の
が
、
う
ら
や
ま
し
い
の

や
ろ
、
ま
あ
可
哀
そ
う
な
人
や
し
、
け
ん
か
な
ど
せ
ん
よ
う
に
し
た
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ら
い
ゝ
が
な
あ
」

「
け
ん
か
な
ん
て
誰
れ
も
し
度
い
事
は
あ
ら
へ
ん
が
、
今
日
も
お
む

め（
２
）が
、『
と
だ
な
を
お
うマ
マ

き
し
ま
せ
う
。
梅
雨
で
じ
け

く
し
ま
す

か
ら
』
と
云
ふ
た
ら
、
そ
の
挨
拶
が
ど
う
ど
す
、『
ほ
っ
と
い
て
お

く
れ
や
す
、
目
が
わ
る
う
て
も
、
と
だ
な
位
は
ふ
け
ま
す
』
と
云
は

は
る
の
ど
っ
す
や
ろ
、
お
む
め
が
可
哀
さ
う
や
し
、
妾
も
つ
い
云
ひ

ま
し
て
ん
」

「
も
う
云
は
ん
と
い
て
、
俺
が
お
ば
あ
さ
ん
に
、
あ
ん
ば
い
云
ふ
さ

か
い
。
目
が
わ
る
い
の
が
一
番
悪
る
い
ね
」

私
は
か
ば
ん
を
ほ
り
だ
し
て（

３
）、

急
ぐ
制
服
の
ま
ゝ
で
「
隠
居
」
に

い
っ
た
、
な
る
ほ
ど
隠
居
は
主オ

モ
ヤ屋

に
ま
し
て
陰
氣
だ
っ
た
し
、
じ
め

つ
い
て
居
た
。

「
た
だ
い
ま
」「
お
か
へ
り
」
と
い
つ
も
の
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
私

は
急
ぐ
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
梅
雨
で
し
け
る
よ
っ
て
お、

、む
め、

、に
そ

こ
ら
お
ふ
か
し
や
。
な
に
も
遠
慮
す
る
こ
と
あ
ら
へ
ん
や
な
い
か
、

こ
の
障
子
で
も
き
た
な
い
こ
と
。
へ
え
。
え
ゝ
か
、
お
さ
し
や
」

私
は
祖
母
を
十
九
の
今
日
も
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
云
っ
て
よ
ん

で
居
る
ほ
ど
、
私
と
祖
母
と
は
仲
が
よ
か
っ
た
。
祖
母
は
私
一
人
を

孫
と
思
っ
て
居
る
ら
し
か
っ
た
。（
私
に
は
三
人（

４

の）

妹
が
あ
る
）
そ

し
て
私
も
祖
母
の
盲
愛（

５

に）

対
し
て
払
ふ
べ
き
義
務
を
痛
切
に
感
ん
じ

て
居
た
。
私
の
云
ふ
こ
と
に
祖
母
は
決
し
て
さ
か
ら
は
な
か
つ
た
。

父
の
こ
え
も
祖
母
は
唯
々
と
き
い
た
が
、
私
の
を
よ
り
以
上
に
祖
母

は
き
い
た
。

「
あ
、
し
て
も
ら
ひ
ま
す
。」

「
し
て
も
ら
ひ
ま
す
て
、
今
日
も
こ
と
わ
っ
た
ん
や
な
い
か
、」

「
ご
は
ん
を
た
べ
て
、
ほ
っ
と
し
た
と
こ
や
の
に
、
し
り
か
ら
○
の

た
つ
様
に
、
と
だ
な
を
ふ
き
ま
す
云
は
れ
て
も
、
ふ
い
て
も
ら
え
へ

ん
。」

「
そ
ん
な
ら
あ
と
で
と
、
う
ま
く
云
っ
た
っ
た
ら
え
ゝ
ね
や
、
そ
う

や
ろ
、
え
、
そ
う
お
し
や
。
お
こ
ら
し
た
ら
そ
ん
や
、
奉
公
人
は
た

ら
か
し
て
使
は
な
」

「
へ
え

く
わ
か
り
ま
し
た
」

祖
母
は
い
つ
も
の
様
な
半
分
な
げ
や
り
な
、
半
分
親
し
み
の
言
葉

で
こ
の
ま
づ
い
会
話
を
う
ち
き
っ
た
、
そ
し
て
気
候
の
こ
と
や
、
私

の
試
験
の
こ
と
を
き
い
た
。
西
の
家
（
私
の
書
斎
の
あ
る
別
荘
だ
）

は
こ
の
家
よ
り
川
の
傍
や
か
ら
蚊
が
多
い
だ
ら
う
な
と
ど
も
マ
マ
き

い
た
。

そ
し
て
私
は
や
ゝ
軽
き
心
に
な
っ
て
か
ら

「
さ
っ
き
云
ふ
た
こ
と
よ
ろ
し
か
。お
む
め
も
お
つ
か
ひ
や
」と
云
っ

た
、
祖
母
は
何
時
も
の
返
事
を
し
た
。

そ
し
て
私
は
「
さ
い
な
ら
」
と
云
っ
て
長
火
ば
ち
の
傍
を
離
れ
た
。

「
も
う
送
ら
ん
か
て
も
よ
い
、」
と
と
だ
な
を
た
よ
り
に
送
ら
う
と

す
る
祖
母
を
坐
ら
せ
て
私
は
主
家
に
来
た
。
一
歳
上
の
女
学
校
三
年

の
隆
子
も
小
学
三
年
の
法ヒ

ロ

子
も
帰
へ
っ
て
、
ま
た
母
と
祖
母
の
こ
と
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を
話
し
て
居
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
具
合
よ
う
云
ふ
と
い
た
け
、
も
う
、
あ
ん
な
こ
と

の
な
い
様
に
皆
氣
を
つ
け
な
い
か
ん
折
角
面
白
い
家
が
氣
ま
づ
う
な

る
よ
っ
て
な
」

「
あ
ん
ば
い
云
ふ
て
は
っ
た
ら
、
誰
も
す
き
や
こ
の
ん
で
け
ん
か
な

ん
て
す
る
も
の
あ
ら
し
ま
へ
ん
。
さ
あ
、
お
た
べ
、
先
き
に
皆
よ
ば

れ
て
ま
す
ね
」
と
母
は
金
鍔
を
だ
し
て
く
れ
た
。
私
は
一
つ
を
た
べ

な
が
ら

「
目
も
わ
る
い
ね
し
、
義
理
や
ち
ふ
ひ
け
め
も
あ
る
の
や
し
、
あ
ん

ば
い
し
て
あ
げ
な
い
か
ん
」
と
云
っ
た
。
さ
っ
き
か
ら
私
と
母
の
会

話
を
き
い
て
は
、
母
の
顔
を
見
て
居
た
隆
子
は

「
目
が
悪
る
か
つ
た
ら
、
自
分
で
お
と
な
し
う
し
た
ら
え
ゝ
ね
や
、

そ
れ
を
え
ら
さ
う
に
御
隠
居
さ
ん
が
ぼマ

マ

す
る
さ
か
い
に
、
嫌
ら
は
れ

る
の
や
、
わ
て
か
て
、
可
哀
が
っ
た
け
る
け
ど
、
あ
ん
な
小
面
に
く

い
人
！
」

「
馬
鹿
、だ
ま
っ
て
」
と
私
は
と
が
め
た
。「
お
前
等
は
女
や
し
も
っ

と
心
切
に
し
た
げ
て
も
え
ゝ
や
な
い
か
、
自
分
の
方
か
ら
親
切
に
し

た
げ
た
ら
、お
ば
あ
さ
ん
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
や
は
る
に
き
ま
っ
て
る
」

「
あ
ほ
ら
し
い
。
な
に
云
ふ
て
は
ん
ね
。
に
い
さ
ん
が
お
ふ
ろ
へ
は

い
る
時
に
は
手
拭
や
、
湯
上
り
や
と
ば
た

く
し
や
は
る
け
ど
、
妾

等
が
『
お
さ
き
に
』
云
ふ
て
も
返
事
も
し
や
が
ら
へ
ん
。
あ
が
っ
て

か
ら
で
も
さ
う
や
だ
ま
っ
て
し
ら
ん
顔
し
て
や
かマ

マ

ん
ね
。
あ
ん
な
小

面
に
く
に
誰
が
あ
ん
ば
い
云
ふ
て
や
る
も
ん
か
」

私
は
争
ふ
こ
と
は
無
駄
○
な
こ
と
を
知
っ
て
居
た
の
で
、
こ
れ
以

上
こ
の
話
題
を
追
ふ
こ
と
を
さ
け
た
。
実
際
私
は
、
祖
母
を
愛
し
て

や
れ
と
人
に
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
、
ひ
け
目
を
持
っ
て
居
た
。

そ
れ
は
祖
母
が
私
一
人
を
愛
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
私
の
た
め
に
は
、

祖
母
は
し
ん
で
も
し
て
く
れ
る
と
云
っ
て
も
い
ゝ
。
私
の
帰
り
が
お

そ
い
と
主
屋
に
○（

６
）回

と
な
く
、「
ま
だ
か

く
」
と
よ
ぼ

く
と
だマ
マ

つ
ね
に
来
る
。
風
呂
が
た
つ
と
勝
雄
を
一
番
に
と
私
を
よ
ぶ
。
私
は

祖
母
の
ア
イ
ド
ル
の
様
な
節
が
あ
る
。

こ
の
点
が
、
他
の
人
々
に
祖
母
が
き
ら
は
れ
る
に
あ
づ
か
っ
て
力

が
あ
る
の
だ
。
私
自
身
も
あ
ま
り
の
お
せ
っ
か
い
に
腹
立
し
く
な
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
と
に
妹
た
ち
と
、

「
に
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
や
か
ま
し
い
の
よ
、
早
う
お
風
呂
に

お
は
い
り
な
」

「
先
に
は
い
り
た
か
っ
た
ら
、
は
い
れ
」

「
そ
ん
な
こ
と
云
ふ
た
て
、
お
ば
あ
さ
ん
が
き
か
は
ら
へ
ん
」

「
よ
し
俺
が
はマ

入マ

ら
う
」
な
ん
ど
と
、
祖
母
に
「
私
の
こ
と
を
あ
ん

ま
り
や
か
ま
し
い
云
は
ん
と
き
や
」
と
叱
る
様
に
云
ふ
こ
と
も
あ

る
。
が
や
っ
ぱ
り
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
云
っ
て
私
は
祖
母
を
大
事

に
し
て
居
る
。
祖
母
は
、
た
と
へ
ば
、
無
縁
の
石
塔
で
、
私
は
、
そ

れ
に
水
か
け
る
親
切
な
参
詣
人
だ
。
こ
と
に
、
そ
の
無
縁
の
石
塔
に

数
々
の
幼
時
の
思
ひ
出
を
刻
み
こ
ん
で
居
る
私
は
、
ど
う
し
て
も
祖
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母
を
ほ
っ
て
お
く
こ
と
は
出
来
な
い
。

【
注
】

（
１
）	

醤
油
の
こ
と
か
？

（
２
）	「
お
う
め
」
を
さ
す
。

（
３
）	「
ほ
う
り
だ
す
（
放
出
）」
の
京
都
弁
か
。

（
４
）	四
枚
目
欄
外
に

	

私
勝
雄
十
九

	

女
学
校
四
年　

十
六

	

小
学
三
年　

九

	

と
あ
る
が
、
作
品
中
で
は
「
三
人
の
妹
」
と
記
し
て
あ
る
。

（
５
）	む
や
み
に
可
愛
が
る
こ
と
。

（
６
）	「
幾
」
か
？　

�
（
担
当　

芦
木
）

弁
当
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短
編
「
辨
当
」

―
私
の
小
学
校
二
年
の
時
の
こ
と
で
す
。

勿
論
、
幼
稚
園
の
時
か
ら
、
女
の
子
と
遊
ぶ
の
に
一
種
の
こ
だ
わ

り
を

―
も
っ
と
い
ゝ
言
葉
を
さ
が
せ
ば
、
つ
ま
り
優
越
感
と
パ
ト

ロ
ン
的
な
気
の
ま
じ
っ
た
も
の
で
せ
う

―
そ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ

な
い
で
は
、
居
ら
れ
な
か
っ
た
私
は
、
二
年
の
時
に
も
う
、
異
性
と

云
ふ
も
の
を
対
象
に
求
め
て
居
ま
し
た
。
し
か
し
根
が
小
さ
い
子
供

で
す
か
ら
、
今
の
様
に
、
恋
と
打
ち
明
け
る
と
云
ふ
様
な
こ
と
が
勿

論
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
、
子
供
な
り
の
考
へ
と
表
現
で
、

切
な
い
胸
を
打
明
け
た
の
で
し
た
よ
。

―
と
前
置
き
し
て
大
場
君

は
話
し
始
め
ま
し
た
。

―
教
室
の
南
に
は
、
可
成
り
広
い
運
動
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
生
徒
は
、
女
も
男
も
只
こ
の
運
動
場
で
、
休
み
の
時
間
を
す
ご
す

こ
と
を
先
生
か
ら
教
へ
ら
れ
て
居
ま
し
た
。
若
し
休
み
の
時
間
に
教

室
に
居
て
、
軍
隊
の
週
番
仕
官
を
ま
ね
て
た
、
上
級
生
の
週
番
や
、

先
生
達
に
見
つ
け
ら
れ
た
ら
こ、

、と
で
し
た
。
そ
し
て
盗
難
の
汚
名
を

も
ひ
ょ
っ
と
も
す
る
と
き
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
誰
れ

も
教
室
に
は
残
り
ま
せ
ん
。

丁
度
三
時
間
目
が
終
わ
っ
た
時
で
し
た
。
私
も
同
級
生
の
少
女
や

少
年
と
一（

１
）共

に
運
動
場
に
一
度
は
出
ま
し
た
が
、
便
所
に
行
く
風
を

し
て
又
教
室
に
只
一
人
も
ど
っ
て
来
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
悪
る
い
こ

と
を
す
る
と
云
ふ
様
な
感
じ
を
、
や
っ
ぱ
り
抱
い
て
居
ま
し
た
が
、

も
ど
ら
す
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
立
っ
て
は
い
る
と
運
動

場
か
ら
も
又
教
室
の
北
側
に
健
っ
て
居
る
教
空マ

マ

室
か
ら
も
見
え
ま
す

の
で
、
私
は
前
後
に
気
を
配
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
亀
の
様
に
は
っ
て

教
室
に
は
い
り
こ
み
ま
し
た
。
勿
論
大
き
い
目
的
を
私
は
も
っ
て
居

た
の
で
す
。

―
二
年
は
ま
だ
女
と
男
の
が
混マ

ジ合
っ
て
居
ま
し
た
。
男
の
組
長
が

私
で
女
の
組
長
は
大
平
道
子
と
云
ふ
人
で
し
た
。
私
が
人○

と
云
ふ
の

に
は
訳
が
あ
る
の
で
す
。
道
子
さ
ん
は
、
実
際
母
の
様
な
感
じ
の
す

る
少
女
で
し
た
。
私
よ
り
背
も
大
き
い
様
に
記
憶
し
て
居
ま
す
が
、

一
言
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
日
曜
学
校
の
先
生
と
云
ふ
タ
イ
プ
で
し

た
。
そ
し
て
彼
の
女
は
実
際
キ
リ
ス
ト
教
日
曜
学
校
長
の
愛マ

ナ
ム
ス
メ娘

で
し

た
。
私
は
道
子
さ
ん
に
は
な
ん
だ
がマ

マ

母
と
、
年
上
で
、
私
を
世
話
し

て
下
さ
る
人
と
云
ふ
様
な
感
じ
で
接
し
て
居
ま
し
た
。

「
大
場
さ
ん
、
私
が
今
日
は
当
番
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
の
こ
ら
い

で
も
え
ゝ
わ
』マ

マ

と
江
戸
ッ
こ
で
も
あ
る
大
平
さ
ん
は
京
都
辨
と
江
戸

辨
と
の
ま
じ
っ
た
言
葉
を
つ
か
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
が
又
母
と
云
ふ
感

じ
を
深
く
し
た
の
で
せ
う
。
そ
の
大
平
道
子
さ
ん
に
私
は
た
し
か
に

恋
を
か
ん
じ
て
居
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
人
の
男
の
子
の
こ
と
を
お
話
し
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
んマ

マそ
れ
は
石
原
保
と
云
ふ
ゲ
ホ（
２
）ー

さ
ん
の
様
な
頭
を
し
た
頭

ば
か
り
の
男
の
子
の
こ
と
で
す
。
そ
の
ゲ
ホ
ー
頭
は
後
ろ
に
そ
っ
て
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ま
し
た
。
私
等
は
石
原
の
「
な
ぎ
な
た
ゲ
ホ
ー
」
と
は
や
し
た
も
の

で
す
。

そ
の
男
の
子
は
大
人
し
い
い
ゝ
子
で
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
ゲ
ホ
ー

サ
ン
と
道
子
さ
ん
と
私
と
三
人
の
間
に
起
っ
た
事
件
な
ん
で
す
。
お

話
は
も
と
に
も
ど
り
ま
す
が
、
私
は
盗
み
で
も
す
る
気
で
教
室
に
し

の
び
こ
み
ま
し
た
。
そ
し
て
大
平
道
子
さ
ん
の
席
と
、
石
原
の
席
か

ら
辨
当
を
と
り
だ
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
い
ざ
り
の
様
に
両
手
に
辨

当
を
は
め
て
、
教
壇
の
横
の
教
室
の
隅
に
あ
る
三
角
柵
、
の
一
番
上

に
、
よ
く
生
徒
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
か
さ
ね
て
お
き
ま
し

た
。
大
平
さ
ん
の
は
赤
い
花
模
様
だ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
し
、
女
と
男

の
辨
当
だ
と
云
ふ
こ
と
は
一
目
で
明
瞭
で
す
。
そ
れ
ら
を
重
ね
でマ

マ

お

く
と
私
は
ぱ○

○

○
っ
と
し
て
、教
室
を
ま
た
は
ひ
だ
し
ま
し
た
。
や
が
て
、

四
時
間
目
の
鐘
が
な
っ
て
私
達
は
教
室
に
は
ゐ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

先
生
の
授
業
を
う
け
た
の
で
す
、
出
る
時
に
次
の
時
間
の
道
具
を
出

し
て
お
く
規
則
な
の
で
、
誰
れ
も
は
い
っ
た
時
に
は
机
を
明
け
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
大
平
さ
ん
も
石
原
も
自
分
達
の
辨
当
の
紛
失

は
知
り
ま
せ
ん
。

私
は
そ
れ
か
ら
、
先
生
の
目
を
ぬ
す
ん
で
は
、
近
所
の
生
徒
に
あ

の
三
角
柵
を
見
ろ
と
合
圖
し
た
ん
で
す
。
私
の
周
囲
の
も
の
は
、
組

長
さ
ん
の
私
の
手
下
で
し
た
か
ら
み
な
見
る
こ
と
は
見
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
誰
れ
の
も
の
か
わ
か
る
ま
で
は
、
別
に
大
し
た
興
味
を
ひ
か

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。
私
は
今
誰
れ
の
だ
と
名
指
し
て

は
し
た
私
が
ば○

○

○
れ
る
と
考
へ
ま
し
た
の
で
、
知
ら
ぬ
風
を
し
て
居
ま

し
た
。
お
ひ
る
の
鐘
が
な
り
ま
し
た
の
で
先
生
は
「
み
な
静
か
に
御

あ
が
り
な
さ
い
」
と
云
っ
て
出
て
行
か
れ
ま
し
た
。

私
は
「
う
ま
い
」
と
思
ひ
ま
し
た
。
そ
の
次
の
瞬
間
、
私
の
前
の

生
徒
が
一
番
に
、「
あ
ん
な
こ
と
し
と
き
よ
る
誰
れ
や
。」
と
辨
当
の

こ
と
を
云
ひ
だ
し
ま
し
た
。
臆
病
な
石
原
と
、
母
の
様
な
道
子
さ
ん

は
、
各
々
の
性
格
ま
る
だ
し
で
、
べ
ん
と
う
を
と
り
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
大
将
に
な
っ
て
、「
あ、

、

、

、

や
し
い
、
あ、

、

、

、

や
し
い
」
と
は

や
し
立
て
た
の
で
す
。
が
、
私
の
附
近
の
四
五
人
の
級
の
も
の
は
な

ん
の
こ
と
か
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
初
め
は
ば
ん
や
り
み
つ
め
て
居
ま

し
た
が
私
た
ち
の
は
や
し
か
た
が
猛
烈
な
の
で
、
つ
い
そ
れ
に
の
っ

て
、
手
を
只
訳
も
な
く
た
ゝ
い
て
「
あ
や
し
い
、
あ
や
し
い
」
を
合

唱
し
は
じ
め
ま
し
た
。
石
原
の
其
の
時
の
顔
と
、
道
子
さ
ん
の
「
子

供
に
は
こ
ま
る
」
と
云
っ
た
様
な
し
か
も
子
供
ら
し
い
は
に
か
み
を

私
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
は
ま
だ

く
は
や
し
ま

し
た
。
と
う

く
石
原
は
泣
き
ま
し
た
。
道
子
さ
ん
は
み
ん
な
を
叱

る
様
に
制
し
て
、
石
原
の
わ
き
に
来
て
、
な
ぐ
さ
め
、
は
じ
め
ま
し

た
。
私
を
除
い
た
時
の
も
の
は
ピ
タ
リ
と
「
あ
や
し
い
」
を
や
め
ま

し
た
。
そ
の
時
私
は
只
一
人
見
は
な
さ
れ
て
、「
あ
や
し
」
ま
で
云
っ

て
、
改
め
て
石
原
と
道
子
さ
ん
を
見
ま
し
た
。
私
は
石
原
が
道
子
さ

ん
に
す
か
さ
れ
て
居
る
の
を
じ
っ
と
見
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
じ
っ

と
見
ま
し
た
。（
な
ん
と
云
ふ
結
果
だ
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
亀
の
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ま
ね
も
し
な
い
に
）
と
胸
かマ
マ

つ
か
へ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
時
私
の
目

は
道
子
さ
ん
の
目
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
日
の
辨
当
の
ま
づ
か
っ

た
こ
と
。

―
大
場
君
は
こ
ゝ
で
話
を
き
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

道
子
さ
ん
は
「
こ
ま
り
ま
す
ね
」
と
云
っ
た
顔
で
し
た
。

―
君
が
僕
を
恋
愛
病
患
者
と
云
ふ
の
は
も
っ
と
も
だ
よ
。

―
と

私
を
み
つ
め
な
が
ら
、
で
も
悲
し
く
笑
っ
て
云
ひ
ま
し
た
。

―
一
九
二
五
．
一
．
九
―　
「
終
」

附
記
（
恋
愛
病
患
者
と
云
ふ
仏
ラ
ン
ス
語
を
知
り
た
い
と
思
ふ
）。

一
．

二
年
甲
組
の
組
長
の
信
吉
は
、
他
の
生
徒
を
便
所
で
ま、

、

、
ゐ
て
、
只

一
人
自
分
の
教
室
に
通
ず
る
廊
下
を
、
前
後
左
右
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
亀
の
様
に
は
っ
て
居
る
。

教
室
が
す
ぐ
隣マ

マっ
た
南
の
運
動
場
か
ら
、
女
の
子
や
男
の
子
の
は

ね
ま
わ
る
声
が
き
こ
え
るマ

マ

来
る
。
が
、
亀
の
信
吉
の
耳
に
は
は
い
ら

な
か
っ
た
。
遂
々
、
彼
が
休
み
の
時
間
に
は
い
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ

て
居
る
教
室
に
は
ゐ
る
や
否
や
一
度
首
を
も
た
げ
で
、
運
動
場
の
方

を
見
た
が
、
誰
れ
も
窓
に
登
っ
て
居
る
も
の
な
ど
は
な
か
っ
た
。
彼

は
中
腰
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
番
う
し
ろ
の
列
の
ひ
と
つ
の
机
か
ら

白
木
錦
の
フ
ロ
シ
キ
で
つ
ゝ
む
だ
弁
当
を
と
り
だ
し
た
。

彼
は
そ
の
時
、
も
う
一
度
、
今
度
は
運
動
場
と
反
対
の
教
員
室
の

方
を
見
た
。
週
番
の
上
の
生
徒
の
姿
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ワ
ッ
と

一
番
前
列
の
運
動
場
に
近
い
机
か
ら
、
友
禅
フ
ロ
シ
キ
の
辨
当
を
と

り
だ
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
そ
ば
の
三
角
用
柵
の
上
へ
、
花
模
様
を
下

に
し
て
、
白
木
錦
の
弁
当
を
か
さ
ね
た
。
そ
の
時
信
吉
は
ほ
っ
と
し

た
顔
色
を
浮
か
べ
た
。
そ
し
て
次
の
瞬
間
に
は
又
亀
の
姿
勢
で
教
室

を
出
て
行
っ
た
。
も
う
誰
れ
も
居
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
又
一
し
き

り
運
動
場
の
よ
ろ
こ
び
の
声
が
窓
が
ら
す
を
ひ
ゞ
か
せ
し
て
居
る
。

二（
３

．）

【
注
】

（
１
）	「
一
緒
」
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）	ゲ
ホ
ー
は
外
法
。
ゲ
ホ
ー
頭
（
外
法
頭
）
は
上
部
が
大
き
く
下
部

の
小
さ
な
頭
の
こ
と
。

（
３
）	章
数
字
の
み
が
書
か
れ
、
以
下
の
本
文
は
な
い
。（
担
当　

齋
田
）

短
編
三
つ
（「
花
街
に
近
き
踏
切
番
の
独
白
」「
詩
人
」「
夜
警
」）
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「
花
街
に
近
き
踏
切
番
の
独
白
」

情
景

後
憬
に
紅
橙
の
軒
を
並
べ
る
。
中
央
左
よ
り
番
小
屋
（
半
間
此
方

位
）番

小
屋
の
右
に
中
央
に
道
路
。
遮
断
機
あ
り
。

一
景
。

―
こ
の
不
景
氣
に
や
っ
ぱ
り
こ
の
道
ば
か
り
は
変
ら
ん
て
。

へ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
こ
っ
ち
も
向
ふ
岸
も
こ
の
燈
の
ち
ょ
っ
と
つ
い
た
と

こ
ろ
は
素
敵
ぢ
ゃ
ね
い
か
。
乙
に
三
味
ま
で
流
れ
て
来
る
ぜ
。
な
ん

だ
、「
悪
ど（

め１
）

せ
ず
と
も

―
」
だ
。
し
ゃ
れ
る
な
い
。
ま
だ
宵
の

口
だ
せマ

マ

。
畜
生
た
ん
と
騒
ぎ
や
が
れ
。

二
景

―
も
う
か
れ
こ
れ
十
時
だ
ら
う
。
畜
生
、
向
ふ
の
二
階
の
光

景
は
ど
う
だ
。
幽
霊
だ
っ
て
、
も
っ
と
元
氣
に
や
る
ぜ
。
俺
が
あ
の

中
に
居
た
ら
、
あ
れ
で
お
か
す
も
の
か
。
騒
い
てマ

マ

く
二
階
を
ふ
み

や
ぶ
っ
て
や
ら
う
。
お
っ
と
俺
は
六
十
円
の
会
社
員
さ
ま
だ
。

「
ぶ、

、す
か
ゝ
あ
の
御
亭
主
様
だ
。け
ど
、こ
の
道
は
金
と
は
別
だ
と
よ
。

へ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。

―
う
ん
中
書
島（
２

行）

き
か
。
邪
魔
く
せ
い
。
こ
の
通
っ
た
あ
と

の
冷
い
風
は
ど
う
だ
い
。
そ
れ
に
、
畜
生
め
、
酒
と
女
の
香
を
ま
ぜ

て
。
や
せ
る
ぜ
。
や
り
ば
が
な
い
ぜ
。
あ
ん
ば
い
や
っ
た
れ
。



― 139 ―

な
ん
だ
、
一
軒
電
燈
を
消
し
た
な
。
う
ん
あ
す
こ
も
。
く
た
ば
っ
ち

ま
へ
。
ま
た
消
し
や
が
っ
た
。
今
頃
は
。
へ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。

―
（
前
に
車
が
つ
か
へ
て
居
ま
す
か
ら
少
々
お
ま
ち
を
願
ひ

ま
す
）
だ
と
、
な
ん
だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
止
め
や
が
っ
て
。
そ
れ

に
こ
れ
や
ど
う
だ
。

（
あ
な
た
。
変
な
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
た
わ
ね
。
あ
旦
那
、
あ
の
赤
い

燈
の
右
隣
り
が
、
今
居
た
と
こ
よ
。）

（
う
ん
さ
う
だ
な
）

（
今
、
初
ち
ゃ
ん
は
、
山
川
さ
ん
と
・
・
・
）

（
そ
う
や
く
な
よ
。
お
前
に
は
俺
が
あ
る
ぢ
ゃ
な
い
か
）

（
あ
ら
い
や
だ
。）

（
い
て
ゝ

―
）だ
と
。こ
い
つ
！
つ
め
り（
３

で）

も
し
や
が
っ
た
ん
か
。

よ
せ

く
。
馬
鹿
に
す
る
な
。
乗
客
に
な
ら
あ
て
つ
け
ろ
。

踏
切
番
の
俺
様
が
こ
ゝ
に
夜
風
に
た
っ
て
ら
れ
る
ん
だ
ぞ
。
早
く
発

車
し
ろ
。

（
お
待
さ
ま
。
チ
ン
チ
ン
）
か
、
よ
し
こ
れ
で
よ
し
。
だ
が
、
電
車

が
行
く
と
、ま
た
向
ふ
側
が
癪
だ
せマ

マ

。一
な
ん
去
れ
ば
又
一
な
ん
か
。

お
、
寝
間
着
が
が
ら
す
に
う
つ
っ
た
。
き
っ
と
「
お
ゝ
さ
ぶ
」
位
で

く
ら
い
つ
く
ん
だ
ら
う
。
そ
の
手
は
な
い
や
。
う
ち
の
ぶ、

、す
か、

、ゝ

、あ

で
も
そ
れ
や
や
る
ん
だ
。「
あ
ら
蚤
だ
わ
」
だ
と
、
こ
い
つ
は
い
け

め
い（

４

。）

今
冬
だ
。
ぢ
ゃ
一
体
ど
れ
が
い
ゝ
ん
だ
？
や
に
は
に
「
こ
っ

ち
向
け
」
か
。
こ
い
つ
は
情
が
ね
い
。
ぢ
ゃ
足
で
も
か
ら
む
か
。
面

白
く
も
ね
い
。
明
日
の
晩
ま
で
、
あ
の
ぶ、

、す
か
ゝ
あ
を
待
た
に
ゃ
な

ら
ね
い
か
。
ち
ゑ
っ
。
明
ま
で
か
。

―
（
あ
な
た
又
早
う
御
出
よ
。
ま
っ
て
ゝ
よ
）
畜
生
。
こ
ゝ

で
も
か
、―

（
へ
え
っ
、
い
つ
も
そ
の
口
に
の
せ
ら
れ
て
、
わ
し
ゃ
こ

の
足
で
来
る
わ
い
な
、
ゲ
エ
ッ
！
さ
よ
な
ら
！
。）
し
ゃ
れ
で
も
な

い
ぜ
。
…
…
（
一
人
で
、
い
ぬ
と
き
ゃ
面
白
く
も
な
い
な
。
で
も
あ

れ
ば
か
り
は
、忘
ら
れ
ぬ
い
。
へ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
か
。
お
い
電
車
い
ゝ

か
い
。
な
ん
だ
、
不
景
氣
づ
ら
で
、
一
ぺ
ん
位
遊
ん
で
こ
い
）

―
ほ
っ
て
お
き
ね
い
。
差
配
は
う
け
ぬ
。

―
う
む
…
…
。
く
そ
。
た
ま
ら
ね
い
。
よ
し
。
衝
突
な
ら
衝

突
し
ろ
。
俺
を
こ
ん
な
茶
屋
町
ノ
マ
マ
近
く
に
お
く
の
が
わ
る
い
。

大
体
こ
の
電
車
ほ
ど
、花
街
を
ぬ
け
る
電
車
は
な
い
。
あ
ゝ
。
畜
生
。

行
っ
て
ま
う
ぞ
。
く
そ
。

旗
も
警
燈
も
捨
て
ら
れ
る
。番
人
は
道
を
お
く
へ
か
け
こ
む
。

電
車
の
音
右
手
に
起
る
。　
　
　
　
　

幕
。

　

皇（
５
）

后
陛
下
が
只
一
人
で
御
○
下
に
な
っ
た
の
で
、
○
ノ
内
で
は

万
一
に
具
へ
る
為
め
に
夜
警
が
、そ
の
夜
か
ら
杖
を
ひ
き
は
じ
め
た
。

そ
の
夜
も
い
つ
も
と
変
り
な
く
、
な
ん
の
こ
と
も
な
か
っ
た
。

次
の
夜
も
夜
警
は
廻
っ
た
。
け
れ
ど
も
何
事
も
な
か
っ
た
。

三
日
目
に
、
ふ
る
ま
ひ
酒
に
狂
っ
た
夜
警
は
、
杖
を
振
り
廻
し
な
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が
ら
、
勿
論
、
本
分
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
戸
毎
に
わ
め
き
た
て
た
。

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、「
戸
、
し
ま
り
よ
い
か
」
と
。
が
あ
る
家
の

戸
を
か
た
つ
か
せ
て
、

「
目
を
む
い
て（

６

、）

お
し
や
す
」
と
や
っ
た
時
ま
だ
新
床
の
香
さ
め

ぬ
新
夫
婦
は
、
驚
き
の
あ
ま
り
と
び
起
き
た
。
が
、
一
瞬
の
後
に
は
、

二
人
は
夜
の
魔
の
網
に
か
ら
ま
れ
て
、
力
な
く
あ
か
と
き
へ
と
よ
こ

た
は
る
。

そ
れ
で
も
夜
警
は
二
三
日
続
い
た
。（
三
十
日
書
き
な
ほ
す
）

【
注
】

（
１
）	

無
理
や
り
ひ
き
と
め
る
こ
と
。
歌
舞
伎
蔦
紅
葉
宇
都
谷
峠
（
文
彌

殺
し
）
に
「
何
も
女
郎
買
ひ
に
で
も
行
く
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
あ
な
し
、

わ
る
留
（
ド
）
め
を
す
る
に
ゃ
あ
及
ば
な
い
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
２
）	

京
都
市
伏
見
区
の
地
名
。

（
３
）	指
先
で
つ
ね
る
こ
と
。
京
都
や
大
阪
、
富
山
、
愛
媛
な
ど
広
い
地

方
で
方
言
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）	「
い
け
ま
い
」
の
訛
り
か
。

（
５
）	同
一
ペ
ー
ジ
に
記
し
て
あ
る
。「
夜
警
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）	目
を
開
い
て
、
起
き
て
と
い
う
意
味
か
？

詩
人
。

若
き
詩
人
の
心
は
、
春
の
思
き
に
つ
ゝ
ま
れ
な
が
ら
、
な
ま
ぐ
さ
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い
血
の
池
の
よ
ど
み
の
上
を
飛
行ギ
ョ
ウ

し
て
居
る
。
で
も
下
駄
の
音
の
さ

む
い
こ
と
、
そ
の
時
浪
花
節
の
こ
ゑ
で
自
転
車
が
唄
ふ

「
紅
燃
ゆ
る
丘
の
上（

１
）…

…
」

詩
人
は
こ
ゑ
高
く
叫
ん
だ
。

「
お
ゝ
友
よ
、
そ
ん
な
風
に
は
」

新
月
は
光
っ
て
居
た
。　
（
一
一
、二
九
）

夜
警
、

―
皇
后
陛
下
が
只
御
一
人
御
○
下
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
夜
警
は
杖
を
ひ
い
た
。
そ
の
夜
、

神
様
が
、
魔
の
網
を
、
新ニ

ヒ
ド
コ床
に
は
っ
た
時
。
そ
の
表
戸
を
か
だ
マ
マ

つ
か
せ
て

「
目
を
む
い
て
お
し
や
す
や
」
と
ふ
る
ま
ひ
酒
が
夜
警
を
け
し
か
け

る
。

で
も
魔
の
力
は
網
の
糸
は
一
瞬
の
後
い
よ
よ（

２
）か
た
く
二
人
を
は
り
つ

け
た
。

―
一
九
二
四
、一
一
、二
九
―

【
注
】

（
１
）	旧
制
第
三
高
等
学
校
の
寮
歌

（
２
）	い
よ
い
よ

（
以
上　

担
当　

芦
木
）

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

（�

た
な
だ　

て
る
よ
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授 

�

あ
し
き　

あ
や
こ
・
実
践
女
子
大
学
大
学
院 

さ
い
た　

し
ょ
う
こ
・
実
践
女
子
大
学
大
学
院
）


